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の経験では大腿骨は一枚 plateでは固定力が不卜分で
満足すべき骨愈合が得られない欠点があり，また下腿の
場合本法のみでは荷重力が不能である点よりして従来の 
Eggersの plateに PTB.gipsを併用する方法の方が
秀れていると考えられ，概して下肢の骨折に本法を用い
る利点は比較的少ないと考える。一方上肢の場合荷重と
いう本法の固定力を上まわる stressが要求されない点
で，魅力に富んだ手術法と考えられ，今後症例を重ね検
討を加えたい。 
40. きわめて稀有なる巨大髄内ノイリノーム摘出例 
0小林英夫(千大大学院) 
ur場雄，重広信三郎，村田忠雄，
黒岩埠光(千大)
きわめてまれなる巨大髄内腫蕩摘出により良好なる結
果を得たので報告する。症例は 28才の女性で 8ヵ月前
より左胸部痛を感じてから，徐々に下肢のシビレ感，歩
行障害，勝fJyt直腸障害が増強し，入院時には腕高位以下
知覚鈍麻，歩行不能，尿失禁をみる。腰椎穿刺により髄
液所見でいわゆる閉塞症候群で， ミエログラムにて第 3
頚髄から第 10胸髄にわたる巨大髄内腫壌と診断され， [鉄病院)I() 
第3頚椎から第 12胸推まで椎弓切除術施行。第 3頚髄
から第 7胸髄にわたる長さ 13cmの腫虜摘出に成功し
た。組織所見からノイリノームと診断された。術後症状
は一時増悪したが， 7週間後の現在知覚障害，勝統直腸
障害はほとんどなく，起立可能となった。髄内に発生せ
るノイリノームはきわめてまれで，全世界の症例を集め
ても 10例以内である。髄内腫、虜の完全摘出例は外国に
て 70数例をみるがわが国では数例をみるにすぎない。
その予後も不満足なものが多く，今後の手術手技の発展
が期待される。 
41. 当院における最近の化膿性脊椎炎について 
0高橋淳一，鈴木弘祐，常島吉郎(千葉労災)
過去 5年間に千葉労災病院で経験した化膿性脊椎炎に
ついて報告する。症例は男 4例，女 4例で軽度の発熱，
腰痛などを主訴とし来院， X線的に椎間腔の狭小，椎体
辺縁のモウロウ化，椎体の破壊吸収像などが認められ，
また血沈の充進， CRPの陽性化がその多くに共通であ
った。 l例に biopsy，2例に病巣郭清を行なったが，
摘出標本は慢性炎症像を示したのみであり，菌の検出は
不成功であった。いずれの症例も比較的短期間に抗生剤
の使用と安静で治癒に至った。
生活環境の変化および抗生物質の発達などにより化膿
性疾患の病態が変って来てる今日，かつての化膿性脊椎
炎のごとき激烈な急性症状を示す例は少なく，われわれ
の症例のごとく亜急性~慢性に経過する症例が多いとの
印象を受けた。 
42.当院の脊椎分離症例における椎間板造影像の観察 
0中島宏(蘇我病院)
脊椎分離症は一次的には関節突起間部の骨性連絡の破
綻にその原因が求められ，椎間板の変化は二次的，随伴
的な現象とされ，椎間板症としての意義は閑却されがち
である。私は脊椎分離症 28例に対し，椎間板造影を施
行し，その造影像を 4型に分け判定した。そして椎間板
症としての意義を強調した。分離部椎聞は 10才代にて，
すでに初期の変性所見が見られ， 30才代になると著明な
分離部直下椎間板の discogram上の変性所見が見ら
れ， 40才代になると， 1椎間上位椎間板の変性度平均が
噌加し，次第に変性度平均化が起こりつつある傾向を示
している。 
43. 	 T. A. D.後の癒合不全例の検討
。布施吉弘，坂巻附，鍋島和夫，高良公明 
川鉄病院創設以来昭和何年3月までの 4年間に施行
した T.A.D.は 117例， そのうち経過を追跡し得た 
113例につき移植骨の癒合状態について検討を加えた。
椎間板障害が 89例中 6例で6.8%，分離症は 13例中 3例
で 23%，とり症は 7例中 4例で 57.1%の発生率であり，
ほとんどが Ls/S，の分離症， Ls/S，j二り症にみられるこ
とは LS/Slにかかる力学的要素を無視できないと考え
る。また癒合不全の原因として移植床と移植骨の適合不 
分または移植骨の不揃いなども考えられる。癒合不全1.
例は術後 3カ月後より骨透明像と骨糠形が進行してい
き，それに後方固定を追加すると骨透明像は消失し骨糠
も仮骨形成の中につつまれ癒合は完了する。癒合不全を
なくすためには，手術侵襲はできるだけ単一椎聞に限定
し，移植骨の大きさは鈴木教授がいう椎体に対し 2んの
大きさは当然ながら，移植床と移植骨の適合を十分にす
る。術後の管理を症例によりレ線写真でチェックしそれ
ぞれの時点、での最善の処置を取ることが必要と考える。 
44. 	 脊椎側醤症の観血治療に関する研究
一特に手術成績についてー
寺島市郎(千葉市立) 
1957年以来教室で施行された脊椎側壁症手術例は 118
例で，そのうち 105例が後方固定術施行例である。中でも 
Harrington手術が 64例で術後 l年以上経過せる 47例
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を研究対象とした。手術々式は大まかに三つに分けられ
るが年々独自の器械を開発し， 1969年 6月以来 outrig-
ger; torque wrench，hook coverを工夫し現在の標
準術式に至っている。矯正損失については両側 Hibbs 
type fascet fusionを丹念に行なえる標準術式が 7%と
矯正損失が少ない。合併症は rodの折損が 6例，下肢
不全麻庫が 2例にあったが 6カ月後にては全く回復し
た。術後矯正が及ぼす影響を肺機能面よりみると肺活
量， %肺活量などは術後一時低下するが残気量，残気
率ともに減少しいわゆる deadspace の減少をました
例もある。 
rigidで高度な変形を有する重症例には椎体直達模状
骨切り術と Harrington手術の合併手術の試みを行な
っている Mauのをやや改変した側費症判定基準を作り
手術成績をみると優，良が 90%で不可はなく， きわめ
て優秀な成績であった。 
45. 高度脊柱変形に対する手術療法の進歩 
0井上駿一(千大)
高度側費症による五xedspinal curveの矯正手術は
最も治療困難なる脊椎外科手術のひとつである。演者は
最近これに対し twostage operationを行ない， よい
成績を得ているのでここにその大要を紹介する。一期的
にまず，開胸下，あるいは肋膜外路，ないし腹膜外路法
により費曲頂椎部に到達し，数コの椎間板をはさむ椎体
の spinalwedge osteotomyを実施する。 2，. 3週の直
達牽引施行後，あらためて Harrington手術を実施する
ものである。一次手術とこ次手術の聞の牽引には halo-
traction の使用も多くのものに行なっている。本術式
の適応は現在のところ成長終了後の Cobb法， 90。以上
の高度 fixedcurveにほぼ限っている。現在まで 8例
の経験を有するがいずれも満足すべき矯正を得，神経合
併症もないことよりして，本症に対するひとつの新らし
い手術術式を得たものと考えている。
